
■詩「樹下の二人」への序章

一

１
　

長
沼
智
恵
子
へ
の
恋
愛
感
情
が
作
品
上
明
確
に
な
っ
た
明
治
四
十
五
年
六
月
か
ら
大
正
三
年
十
月
ま
で
に
、
高
村
光
太
郎
は
十
四
前
後
の

詩
に
智
恵
子
を
詠
っ
て
い
る
。
が
、
大
正
三
年
八
月
二
十
七
日
、「
淫
心
」
を
作
詩
し
て
か
ら
大
正
十
二
年
三
月
十
一
日
作
の
詩
「
樹
下
の
二

人
」
ま
で
の
お
よ
そ
九
年
間
、
光
太
郎
は
智
恵
子
を
主
体
的
に
詠
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

何
故
、
光
太
郎
は
智
恵
子
を
詠
う
こ
と
を
止
め
て
し
ま
っ
た
の
か
。
ま
た
、
何
故
、
大
正
十
二
年
三
月
に
智
恵
子
の
詩
を
復
活
さ
せ
た
の

か
。
本
稿
で
は
こ
の
二
点
に
つ
い
て
思
考
し
て
み
た
い
。

２
　

と
こ
ろ
で
、
大
正
三
年
十
月
、
高
村
光
太
郎
は
第
一
詩
集
『
道
程
』（
抒
情
詩
社
刊
・
自
費
出
版
・
父
光
雲
か
ら
二
百
円
）
を
出
版
し
た
。

光
太
郎
は
『
道
程
』
の
不
出
来
を
嘆
き
な
が
ら
も
、
た
だ
、「
あ
れ
を
出
し
た
為
に
自
由
に
な
つ
た
気
が
す
る
だ
け
は
よ
か
つ
た
」（
十
二
月
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二

二
十
七
日
付
柳
敬
助
宛
封
書
）
と
言
う
。
一
体
、
光
太
郎
は
何
か
ら
「
自
由
」
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

詩
そ
の
も
の
か
ら
の
自
由
、
つ
ま
り
、
作
詩
か
ら
解
放
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
光
太
郎
は
翌
大
正
四
年
に
は
一
つ
の

詩
も
作
っ
て
は
い
な
い
。

　

あ
る
い
は
作
詩
の
背
景
に
あ
る
も
の
か
ら
の
自
由
、
例
え
ば
、
か
つ
て
光
太
郎
は
、「
自
分
の
文
学
過
剰
の
彫
刻
に
嫌
悪
を
感
じ
」、
彫
刻

の
造
形
的
純
粋
性
を
保
つ
た
め
に
「
自
分
の
文
学
的
要
求
の
方
は
直
接
言
葉
に
よ
つ
て
表
現
」
し
た
と
い
う
。「
自
由
」
と
は
彫
刻
に
影
響
す

る
青
年
期
の
や
み
難
い
「
抒
情
欲
」
か
ら
の
解
放
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
彫
刻
が
文
学
を
必
要
と
し
な
い
域
に
達
し
た
の
か
、
結
婚

後
、
一
つ
も
詩
を
作
ら
な
か
っ
た
大
正
四
年
、
光
太
郎
は
塑
像
ブ
ロ
ン
ズ
「
園
田
孝
吉
胸
像
」（
元
十
五
銀
行
頭
取
・
光
太
郎
帰
国
後
の
初
め

て
の
外
部
依
頼
）
を
作
っ
て
い
る
。

　

と
ま
れ
、「
直
接
言
葉
に
よ
つ
て
表
現
」
し
て
き
た
「
文
学
的
要
求
の
方
は
」、『
道
程
』
出
版
後
、
陰
を
潜
め
て
い
る
。
あ
る
い
は
ロ
ダ
ン

の
言
葉
や
ヴ
ェ
ル
ハ
ア
ラ
ン
の
詩
の
翻
訳
に
よ
っ
て
、
そ
の
文
学
的
要
求
を
満
た
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

詩
集
『
道
程
』
出
版
の
二
ヶ
月
後
の
十
二
月
二
十
二
日
、
光
太
郎
と
智
恵
子
は
上
野
の
精
養
軒
に
て
結
婚
披
露
宴
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

結
婚
を
機
に
、
父
光
雲
か
ら
「
一
人
立
に
な
れ
と
言
わ
れ
」、
光
太
郎
は
「
お
金
の
入
る
道
が
な
い
」
か
ら
「
随
分
困
っ
た
」（「
光
太
郎
聞
き

書
」
以
下
回
想
は
こ
れ
に
依
る
）
と
い
う
。
そ
こ
で
、「
て
っ
と
り
早
い
か
ら
本
を
売
」
っ
た
そ
う
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
い
つ
ま
で
も

続
く
は
ず
も
な
く
、
光
太
郎
は
翻
訳
と
実
家
か
ら
の
援
助
で
生
活
し
て
い
た
。
光
太
郎
は
当
時
を
振
り
返
っ
て
、「
翻
訳
は
随
分
や
っ
た
な
。

ア
ト
リ
エ
の
三
階
に
こ
も
っ
て
沢
山
訳
し
た
。
そ
れ
を
智
恵
子
が
そ
ば
に
い
て
清
書
す
る
。
だ
か
ら
あ
の
頃
の
翻
訳
の
原
稿
は
智
恵
子
の
手

の
も
の
が
多
い
で
す
よ
」
と
言
う
。
日
中
彫
刻
、
燈
下
翻
訳
と
い
う
生
活
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
為
か
、
光
太
郎
は
医
師
か
ら
仕
事
を

止
め
ら
れ
る
程
、
た
び
た
び
眼
病
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
智
恵
子
が
清
書
し
た
の
も
光
太
郎
の
眼
病
の
た
め
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　

そ
の
頃
、
詩
は
「『
明
星
』
で
も
『
ス
バ
ル
』
で
も
第
二
『
明
星
』
で
も
み
ん
な
た
だ
。
詩
で
金
を
と
っ
た
の
は
支
那
事
変
（
昭
和
十
二

年
）
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
、
そ
れ
も
『
改
造
』
や
『
中
央
公
論
』
に
だ
し
た
や
つ
だ
」
と
光
太
郎
は
回
想
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
作
詩
か
ら

解
放
さ
れ
、
お
金
に
な
ら
な
い
詩
は
書
か
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
智
恵
子
を
詩
に
す
る
こ
と
も
無
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

確
か
に
詩
集
『
道
程
』
を
刊
行
し
、
結
婚
を
披
露
し
た
翌
大
正
四
年
に
は
、
既
記
の
と
お
り
光
太
郎
は
一
編
の
詩
も
書
い
て
は
い
な
い
。

し
か
し
、
昭
和
十
四
年
十
月
一
日
発
行
の
『
新
女
苑
』
の
編
集
者
に
頼
ま
れ
て
書
い
た
随
筆
「
詩
の
勉
強
」
の
中
で
、「
智
恵
子
と
は
大
正
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三

三
年
に
結
婚
し
、
父
か
ら
離
れ
て
ひ
ど
い
貧
乏
生
活
を
つ
づ
け
な
が
ら
彫
刻
を
作
り
、
絵
を
描
き
、
詩
を
書
い
た
」
と
回
想
し
て
い
る
よ
う

に
、
光
太
郎
は
大
正
五
年
か
ら
大
正
十
二
年
三
月
十
一
日
の
詩
「
樹
下
の
二
人
」
ま
で
の
八
年
間
に
確
認
さ
れ
る
も
の
だ
け
で
二
十
六
編
の

詩
を
書
い
て
い
る
。

　

そ
の
二
十
六
編
の
詩
に
は
、
工
場
が
よ
い
の
小
娘
や
奇
麗
に
お
化
粧
し
た
何
処
か
の
奥
さ
ま
が
主
体
的
に
登
場
し
て
い
る
が
、
智
恵
子
の

姿
は
な
い
。
大
正
五
年
十
月
一
日
、『
感
情
』
に
発
表
し
た
詩
「
わ
が
家
」
や
大
正
十
一
年
五
月
九
日
作
の
詩
「
五
月
の
ア
ト
リ
エ
」
な
ど
に

は
智
恵
子
が
登
場
し
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
な
の
に
陰
す
ら
な
い
。
智
恵
子
が
登
場
す
る
の
は
、
大
正
十
年
十
二
月
一
日
、『
明
星
』に
発
表

し
た
詩
「
か
が
や
く
朝
」
に
、「
遠
い
故
郷
に
帰
つ
て
ゐ
る
人
」
と
し
て
登
場
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
何
故
、
光
太
郎
は
智
恵
子
を
詠
う
こ

と
を
止
め
て
し
ま
っ
た
の
か
。

　

あ
る
い
は
智
恵
子
自
身
が
詠
わ
れ
る
こ
と
を
拒
否
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
を
実
証
す
る
文
献
を
今
、
私
は
知
ら
な
い
が
、
そ
う
思

う
根
拠
は
、
大
正
二
年
の
暮
れ
か
ら
大
正
三
年
の
詩
「
淫
心
」
ま
で
の
数
詩
の
テ
ー
マ
が
、
余
り
に
も
露
骨
な
性
描
写
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

例
え
ば
詩
「
僕
等
」（
大
正
二
・
一
二
・
九
作
）
の
一
節
に
、「
あ
な
た
の
せ
つ
ぷ
ん
は
僕
に
う
る
ほ
ひ
を
与
へ
／
あ
な
た
の
抱
擁
は
僕
に

極
甚
の
滋
味
を
与
へ
る
／
あ
な
た
の
冷
た
い
手
足
／
あ
な
た
の
重
た
く
ま
ろ
い
か
ら
だ
／
あ
な
た
の
燐
光
の
や
う
な
皮
膚
／
そ
の
四
肢
胴
体

を
つ
ら
ぬ
く
生
き
も
の
の
力
」
と
あ
る
。
あ
る
い
は
こ
こ
ま
で
は
許
せ
た
か
も
知
れ
な
い
。
が
、
大１

正９

三１

年４

作
の
三
つ
の
詩
の
明
ら
か
な
性

描
写
は
、
智
恵
子
の
許
容
範
囲
を
超
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
底
の
知
れ
な
い
肉
体
の
慾
は
」「
指
は
独
自
の
生
命
を
得
て
五
体
に
匍
ひ
ま
つ
は
り
」（
愛
の
嘆
美
）「
わ
れ
ら
の
食
後
の
倦
怠
は
／
不
思

議
な
肉
慾
を
め
ざ
ま
し
め
て
／
豪
雨
の
中
に
燃
え
あ
が
る
」（
晩
餐
）、
と
り
わ
け
、
詩
「
淫
心
」
の
「
を
ん
な
は
多
淫
／
わ
れ
も
多
淫
／
飽

か
ず
わ
れ
ら
は
／
愛
慾
に
光
る
」「
淫
を
ふ
か
め
て
往
く
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
」「
わ
れ
ら
ま
す
ま
す
多
淫
／
地
熱
の
ご
と
し
／
烈
烈
―
―
」
な

ど
と
、
こ
こ
ま
で
二
人
の
生
活
を
詠
わ
れ
（
暴
露
）
て
は
、「
肉
と
云
ふ
も
の
は
絶
対
に
斥
け
る
夫
婦
と
云
ふ
も
の
を
作
ら
う
」（
田
村
俊
子

作
「
女
作
者
」）
と
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
智
恵
子
に
と
っ
て
は
い
た
た
ま
れ
な
い
心
境
を
強
く
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

因
み
に
「
淫
心
」
を
『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
）
で
検
索
す
る
と
、「
情
交
を
の
ぞ
む
心
。
性
的
な
衝
動
。
色
欲
。
欲
情
」
と
あ
る
。

光
太
郎
が
使
用
し
て
い
た
辞
典
『
言
海
』
に
「
淫
心
」
の
項
目
は
な
い
が
、「
淫
婦
」
と
い
う
語
が
あ
り
、
そ
の
解
説
に
は
「
淫
奔
ナ
ル
女
」

と
あ
る
。
光
太
郎
も
流
石
に
「
智
恵
子
は
多
淫
」
と
は
描
け
ず
、「
を
ん
な
は
多
淫
」
と
一
般
化
し
朧
化
し
て
い
る
。
が
、「
わ
れ
ら
ま
す
ま
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四

す
多
淫
」
の
「
わ
れ
ら
」
の
中
に
読
者
は
智
恵
子
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
だ
と
す
る
と
、
智
恵
子
が
詠
わ
れ
る
こ
と
を
拒
否
し
た
可
能
性
は
高

い
。

３
　

そ
れ
で
は
、
智
恵
子
の
詩
が
復
活
し
た
の
は
何
故
か
。

　

智
恵
子
の
詩
、
空
白
の
九
年
間
に
そ
の
謎
の
答
え
が
隠
さ
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
次
の
略
年
譜
は
智
恵
子
が
詠
わ
れ
な
か
っ
た
空
白
の

九
年
間
を
、
光
太
郎
の
創
作
活
動
と
書
簡
か
ら
独
自
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
智
恵
子
の
詩
、
空
白
の
九
年
間
略
年
譜
（
年
齢
は
数
え
年
）

大１

正９

三１

年４　

光
太
郎
32
歳

　

二
月
「
愛
の
嘆
美
」、
四
月
「
晩
餐
」、
八
月
「
淫
心
」

　

十
月
、
第
一
詩
集
『
道
程
』（
抒
情
詩
社
）
刊
行
。

　
　
　
　

自
費
出
版
（
父
光
雲
か
ら
二
百
円
）。

　

十
二
月
二
十
二
日
、
上
野
精
養
軒
に
て
結
婚
披
露
。

大
正
四
年　

作
詩
な
し
・
園
田
孝
吉
胸
像

　

四
月
五
日
、「
ロ
ダ
ン
の
言
葉
」
翻
訳
開
始
。

　
　
　
　
（
十
月
十
五
日
迄
に
は
入
稿
済
み
・
脚
本
執
筆
）

　

七
月
、
美
術
評
論
集『
印
象
主
義
の
思
想
と
芸
術
』（
天
弦
堂
書

店
）
刊
行
。

　

十
二
月
、
歌
集
『
高
村
光
太
郎
・
与
謝
野
晶
子
』（
抒
情
詩
社
）

刊
行
。

大１

正９

三１

年４　

智
恵
子
29
歳

　

九
月
十
一
日
、『
家
庭
週
報
』（
日
本
女
子
大
桜
風
会
）に
詩「
無

題
録
」
三
編
発
表
。

☆
結
婚
披
露
・
入
籍
せ
ず
。

大
正
四
年

　

夏
、
智
恵
子
、
湿
性
肋
膜
炎
で
入
院
。
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五

大
正
五
年

　

五
月
こ
ろ
、
塑
像
「
智
恵
子
の
首
」
制
作
。

　

五
月
十
七
日
、
眼
病
で
こ
の
頃
毎
日
医
者
通
い
。

　

十
月
、
詩
「
わ
が
家
」『
感
情
』
に
発
表
。

　

十
一
月
、
翻
訳
『
ロ
ダ
ン
の
言
葉
』（
阿
蘭
陀
書
房
）
刊
行
。

大
正
六
年

　

一
月
、
詩
「
花
の
開
く
や
う
に
」・「
海
は
ま
ろ
く
」・「
歩
い
て

も
」・「
湯
ぶ
ね
に
一
ぱ
い
」・「
晴
れ
ゆ
く
空
」・「
妹
に
」

六
編
の
詩
群
を
『
感
情
』
に
発
表
。
詩
「
無
為
の
白

日
」・「
猫
」
二
編
の
詩
を
『
詩
歌
』
に
発
表
。
発
表
誌

不
明
二
編
の
詩
「
小
娘
」・「
奇
麗
に
お
化
粧
し
た
」
を

書
く
。

　
　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
彫
刻
個
展
を
計
画
、
が
実
行
出
来
な

か
っ
た
。

　

☆
３
／
31
～
４
／
28
眼
病
、
毎
日
午
前
中
医
者
へ
。

　
　

四
月
頃
か
ら
塑
像
「
手
」、「
裸
婦
座
像
」
制
作
。

大
正
七
年　

作
詩
な
し
・「
腕
」、「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
」
制
作
。

　

☆
ヴ
ェ
ル
ハ
ア
ラ
ン
の
詩
訳
開
始

　

六
月
二
十
七
日
、
抒
情
詩
社
の
内
藤
氏
に
「
小
生
は
孤
独
に
な

れ
、
貧
に
な
れ
、
今
は
却
つ
て
心
安
き
事
に
思
ひ
居
り

大
正
五
年

　

二
月
六
日
、「
女
流
作
家
の
美
術
館
」（『
美
術
週
報
』
掲
載
）。

　

五
月
五
日
、「
女
な
る
こ
と
に
感
謝
す
る
点
」（
ア
ン
ケ
ー
ト
・

『
婦
人
週
報
』
掲
載
）。

　

八
月
、
新
潟
県
東
蒲
原
の
旗
野
す
み
を
訪
問
、
油
絵
制
作
、
水

泳
に
興
じ
る
。
８
／
25
光
太
郎
、
絵
は
が
き
「
智
恵
子

の
首
」。

大
正
六
年

　

一
月
一
日
、「
私
の
最
も
幸
福
と
感
じ
た
時
」（
ア
ン
ケ
ー
ト
・

『
婦
人
週
報
』
掲
載
）。

　

七
月
十
三
日
、「
海
か
山
に
」（
ア
ン
ケ
ー
ト
「
今
年
の
夏
の
計

画
」・『
家
庭
週
報
』
掲
載
）。

　

夏
、
福
島
県
原
釜
海
岸
に
滞
在
（
医
師
の
指
示
）。

大
正
七
年

　

五
月
九
日
、
智
恵
子
の
父
長
沼
今
朝
吉
没
。

　

七
月
二
十
六
日
、『
婦
人
週
報
』
に
「
私
の
読
書
高
村
智
恵
子
女

史
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）」
掲
載
。
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候
」
と
書
い
た
。
何
故
？

大
正
八
年　

作
詩
な
し

　

☆
ヴ
ェ
ル
ハ
ア
ラ
ン
の
詩
訳
作
業
継
続

　

☆
「
続
ロ
ダ
ン
の
言
葉
」
翻
訳
作
業

大
正
九
年

　

二
月
九
日
、
詩
「
序
曲
」
発
表
誌
不
明
。

　

五
月
、
翻
訳
『
続
ロ
ダ
ン
の
言
葉
』（
叢
文
閣
刊
）

　

七
月
二
十
七
日
、
詩
「
メ
ロ
ン
」、
八
月
二
十
四
日
、
詩
「
丸
善

工
場
の
女
工
達
」（『
時
事
新
報
』
掲
載
）。

　

☆
ヴ
ェ
ル
ハ
ア
ラ
ン
の
詩
訳
作
業
継
続

大
正
十
年

　

四
月
、
ゴ
ッ
ホ
『
回
想
の
ゴ
ッ
ホ
』
訳
（
刊
行
）。

　

九
月
、
ホ
ヰ
ッ
ト
マ
ン
『
自
選
日
記
』
訳
（
刊
行
）

　

十
月
、
ヴ
ェ
ル
ハ
ア
ラ
ン
詩
集
『
明
る
い
時
』・『
午
後
の
時
』

訳
（
刊
行
）。

☆
十
一
月
、『
明
星
』
復
刊
。
詩
「
雨
に
う
た
る
る
カ
テ
ド
ラ
ル
」

作
、
十
二
月
、
詩
「
か
が
や
く
朝
」、
詩
「
ラ
コ
ツ
チ
イ 

マ
ア
チ
」
作
。

大
正
十
一
年

　

一
月
、
眼
を
病
む
（
二
月
全
快
）。

大
正
八
年

　

三
月
、
順
天
堂
病
院
に
入
院
（
後
屈
症
手
術
）

　

七
月
、
湿
性
肋
膜
炎
で
入
院
。
八
月
三
日
入
院
中
。
数
日
後
退

院
。
後
、
光
太
郎
と
飯
坂
に
遊
ぶ
。

　

十
一
月
三
日
、
妹
チ
ヨ
、
没
（
十
六
歳
）。

大
正
九
年

　

四
月
末
、
父
の
三
回
忌
に
帰
郷
。
光
太
郎
も
参
加
。
穴
原
温
泉

な
ど
に
遊
ぶ
。

　
　
　

☆
後
に
こ
の
時
の
事
を
詩「
樹
下
の
二
人
」（
大
正
十
二
年

三
月
十
一
日
作
）
に
書
く
。
あ
る
い
は
詩
中
「
冬
の
は

じ
め
」
と
あ
る
か
ら
こ
の
年
の
十
一
月
頃
の
こ
と
か
？

大
正
十
年

　

三
月
二
十
五
日
、
祖
母
ノ
シ
没
（
八
十
歳
）。

大
正
十
一
年

　

☆
光
太
郎
と
北
条
に
一
泊
。
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光
太
郎
の
眼
病
（
日
中
彫
刻
、
燈
下
翻
訳
の
生
活
の
た
め
か
）
や
智
恵
子
の
肋
膜
炎
や
後
屈
症
手
術
で
の
入
院
な
ど
も
気
に
な
り
、
ま
た
、

光
太
郎
が
大
正
の
中
頃
の
こ
と
を
、「
そ
の
頃
は
彫
刻
ば
か
り
作
っ
て
い
た
」
と
回
想
す
る
よ
う
に
、
翻
訳
（
ロ
ダ
ン
の
言
葉
・
続
ロ
ダ
ン
の

言
葉
）
と
彫
刻
の
関
係
も
注
意
さ
れ
る
。
が
、
こ
こ
は
、
大
正
十
二
年
に
智
恵
子
を
主
体
的
に
詠
い
始
め
た
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
注
目
さ
れ

る
事
柄
に
つ
い
て
言
及
し
て
み
た
い
。

　

先
ず
、
注
目
さ
れ
る
の
は
大
正
十
年
十
一
月
の
『
明
星
』
の
復
活
で
あ
る
。

　

光
太
郎
は
大
正
四
年
か
ら
大
正
十
年
の
『
明
星
』
復
活
ま
で
の
お
よ
そ
七
年
間
に
十
三
の
詩
を
作
り
、『
明
星
』
復
刊
か
ら
大
正
十
一
年

の
僅
か
一
年
間
で
十
二
の
詩
を
作
っ
て
い
る
。
し
か
し
、『
明
星
』
の
復
刊
は
智
恵
子
の
詩
復
活
の
直
接
的
な
原
因
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

智
恵
子
は
そ
の
十
二
詩
の
う
ち
既
記
の
詩
「
か
が
や
く
朝
」
に
「
遠
い
故
郷
に
帰
つ
て
ゐ
る
人
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
だ
け
だ
か
ら
で
あ
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一
月
、
詩
「
米
久
の
晩
餐
」、
二
月
、
詩
「
ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
」、

四
月
、
詩
「
真
夜
中
の
洗
濯
」、「
下
駄
」、
五
月
、
詩

「
冬
の
送
別
」、
六
月
、
詩「
五
月
の
ア
ト
リ
エ
」を『
明

星
』
に
発
表
。
六
月
二
十
三
日
彫
刻
制
作
中
。
十
月
、

「
徳
本
峠
」（『
旅
行
と
文
芸
』ア
ン
ケ
ー
ト
）。
十
一
月
、

詩
「Y

okkorayo!

」
を
『RO

M
A
JI

』
に
、
詩
「
砂
漠
」

を
『
雄
弁
』
に
、
十
二
月
、
詩
「
落
葉
を
浴
び
て
立
つ

を
『
明
星
』
に
発
表
。
☆
早
春
、『
明
星
』
一
行
と
智
恵

子
を
伴
い
、
千
葉
県
北
条
に
一
泊
。

大
正
十
二
年　

光
太
郎
41
歳

　

一
月
、
詩
「
冬
の
子
供
」
を
『RO

M
A
JI
』
に
発
表

　

一
月
、
喀
血
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）。
眼
病
。

　

三
月
、
詩
「
樹
下
の
二
人
」
作
。

　
　
　
　

流
行
性
感
冒
、
盲
腸
炎
。
春
か
ら
帰
郷
し
病
床
で
過
ご

す
。

　

六
月
三
日
、
前
林
家
に
嫁
い
で
実
家
に
戻
っ
て
い
た
妹
ミ
ツ

（
春
子
の
母
）
没
（
三
十
歳
）。
九
月
、「
哀
憐
な
美
し

さ
を
見
ま
す
」「
芝
居
好
き
の
婦
人
と
読
書
好
き
の
婦
人

と
」（『
女
性
日
本
人
』
ア
ン
ケ
ー
ト
・「『
心
中
』
の
新

し
い
見
方
」）。

　

十
二
月
、「
ロ
ダ
ン
を
見
遁
し
た
恨
み
」（『
女
性
』「
こ
と
し
読

ん
だ
も
の
観
た
も
の
聴
い
た
も
の
」
ア
ン
ケ
ー
ト
）。

大
正
十
二
年　

智
恵
子
38
歳

☆
九
月
、
☆
関
東
大
震
災
。
ア
ト
リ
エ
を
避
難
所
に
解
放
。



八

る
。
つ
ま
り
、『
明
星
』
の
復
刊
は
智
恵
子
の
詩
の
復
活
と
い
う
よ
り
作
詩
の
本
格
的
復
活
と
言
え
る
。

　

そ
れ
で
は
智
恵
子
の
詩
が
復
活
し
た
直
接
の
原
因
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

光
太
郎
は
詩
「
樹
下
の
二
人
」
を
作
っ
た
翌
年
、
次
の
短
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

こ
の
人
を
見
よ
ヴ
エ
ル
ハ
ア
ラ
ン
は
わ
が
ご
と
く
妻
を
恋
ふ
ゆ
ゑ
間
無
く
し
作
れ
り

　

光
太
郎
は
大
正
七
、
八
年
、
一
詩
も
作
ら
ず
、「
続
ロ
ダ
ン
の
言
葉
」の
翻
訳
作
業
と
平
衡
し
て
、
ひ
た
す
ら
ヴ
ェ
ル
ハ
ア
ラ
ン
の
詩
を
訳

し
て
い
た
。
こ
の
二
年
間
、
二
人
に
取
っ
て
、
特
に
智
恵
子
に
取
っ
て
辛
い
こ
と
が
続
い
て
い
た
。

　

大
正
七
年
五
月
九
日
、智
恵
子
最
愛
の
父
長
沼
今
朝
吉
が
他
界
し
て
い
る
。
結
婚
後
も
た
び
た
び
実
家
に
長
期
滞
在
し
て
い
た
智
恵
子
は
、

こ
の
時
も
実
家
に
帰
っ
て
い
た
。
光
太
郎
は
六
月
二
十
七
日
、
抒
情
詩
社
の
内
藤
氏
に
、「
小
生
は
孤
独
に
な
れ
、
貧
に
な
れ
、
今
は
却
つ
て

心
安
き
事
に
思
ひ
居
り
候
」
と
手
紙
に
書
い
た
。

　

翌
大
正
八
年
三
月
、
今
度
は
智
恵
子
が
、
後
屈
症
手
術
の
た
め
順
天
堂
病
院
に
入
院
し
、
退
院
し
て
再
び
七
月
、
湿
性
肋
膜
炎
で
入
院
し

た
と
き
、
光
太
郎
は
八
月
三
日
付
け
智
恵
子
の
母
長
沼
せ
ん
宛
て
に
次
の
よ
う
な
手
紙
を
書
い
て
い
る
。

無
事
御
帰
国
（
中
略
）
わ
ざ
わ
ざ
御
上
京
（
中
略
）
智
恵
子
に
御
見
舞
金
頂
戴
い
た
し
（
中
略
）
智
恵
子
も
順
調
に
快
方
に
向
ひ
居
り

候
へ
ば
不
日
退
院
い
た
し
帰
ら
る
ゝ
事
存
居
候　

退
院
の
上
は
小
生
付
添
ひ
参
上
仕
り
た
く
十
分
健
康
恢
復
い
た
す
迄
保
養
い
た
さ
せ

度
又
々
御
厄
介
に
相
成
る
事
と
存
居
候

　

光
太
郎
は
手
紙
に
書
い
た
よ
う
に
智
恵
子
の
回
復
後
、
飯
坂
温
泉
に
二
人
で
出
掛
け
、
智
恵
子
は
そ
の
ま
ま
大
正
九
年
三
月
ま
で
実
家
で

過
ご
し
て
い
る
。
そ
の
間
の
十
一
月
三
日
、
妹
チ
ヨ
が
十
六
歳
で
他
界
。
父
の
死
に
続
く
妹
の
死
。
光
太
郎
で
な
く
て
も
智
恵
子
の
辛
さ
、

悲
し
み
が
推
し
量
ら
れ
る
。
そ
れ
を
見
な
が
ら
光
太
郎
は
ヴ
ェ
ル
ハ
ア
ラ
ン
の
詩
を
訳
し
続
け
て
い
た
。

　

大
正
九
年
四
月
末
、
智
恵
子
は
父
の
三
回
忌
に
帰
郷
し
、
光
太
郎
は
五
月
十
日
に
岩
代
穴
原
温
泉
か
ら
智
恵
子
と
の
連
名
で
水
野
葉
舟
に

ハ
ガ
キ
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
ハ
ガ
キ
に
「
智
恵
子
の
お
父
さ
ん
の
三
回
忌
の
法
要
で
急
に
出
懸
け
ま
し
た
」
と
あ
る
。
光
太
郎
が
後
か
ら

出
掛
け
た
の
は
翻
訳
『
続
ロ
ダ
ン
の
言
葉
』
の
印
税
が
出
る
の
を
待
っ
て
い
た
か
ら
か
。
後
に
こ
の
時
の
事
を
詩
「
樹
下
の
二
人
」（
大
正
十
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九

二
年
三
月
十
一
日
作
）
に
描
い
て
い
る
。
詩
中
「
冬
の
は
じ
め
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
年
の
十
一
月
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
い
つ
印
税
が

入
っ
た
の
か
が
問
題
だ
が
今
は
は
っ
き
り
と
し
な
い
。

　

そ
し
て
、
翌
大
正
十
年
十
月
、
つ
い
に
ヴ
ェ
ル
ハ
ア
ラ
ン
の
詩
集
『
明
る
い
時
』、『
午
後
の
時
』
訳
本
が
芸
術
社
か
ら
出
版
さ
れ
、
同
月
、

詩
「
雨
に
う
た
る
る
カ
テ
ド
ラ
ル
」
が
作
ら
れ
、
十
一
月
に
復
刊
さ
れ
た
『
明
星
』
に
発
表
し
て
い
る
。
後
に
光
太
郎
は
第
二
期
『
明
星
』
の

時
代
を
回
想
し
て
、「
あ
そ
こ
で
ヴ
ェ
ル
ハ
ア
ラ
ン
を
訳
さ
な
か
っ
た
ら
、
き
っ
と
そ
の
後
の
長
い
詩
は
出
て
こ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。（
雨

に
う
た
る
る
カ
テ
ド
ラ
ル
）」
と
言
う
。
そ
し
て
、
既
記
の
よ
う
に
十
二
月
、
詩
「
か
が
や
く
朝
」
の
中
で
、「
遠
い
故
郷
に
帰
つ
て
ゐ
る
人
」

と
し
て
智
恵
子
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
「
人
」
は
や
が
て
詩
「
樹
下
の
二
人
」
の
冒
頭
短
歌
、

　
　

樹
下
の
二
人

　
　

─
─
み
ち
の
く
の
安
達
が
原
の
二
本
松
松
の
根
か
た
に
人
立
て
る
見
ゆ
―
―

の
「
人
」
に
繋
が
っ
て
行
く
。
後
に
「
樹
下
の
二
人
」
も
『
明
星
』
で
す
ね
（
光
太
郎
聞
き
書
）。
と
問
わ
れ
た
光
太
郎
は
、「『
樹
下
の
二

人
』
の
前
に
あ
る
歌
は
安
達
原
公
園
で
作
っ
た
ん
で
す
。
僕
が
遠
く
に
居
て
智
恵
子
が
木
の
下
に
居
た
。
人
と
い
う
の
は
万
葉
で
も
特
別
の

人
を
指
す
ん
で
す
（
一
部
引
用
）」
と
答
え
て
い
る
。

　

お
そ
ら
く
光
太
郎
は
ヴ
ェ
ル
ハ
ア
ラ
ン
の
詩
を
訳
し
な
が
ら
、
ヴ
ェ
ル
ハ
ア
ラ
ン
は
妻
が
恋
し
い
が
ゆ
え
に
詩
を
作
っ
た
で
は
な
い
か
。

な
の
に
私
は
と
い
う
思
い
を
強
く
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

つ
ま
り
、
智
恵
子
の
詩
が
復
活
し
た
直
接
の
原
因
は
、『
明
星
』
の
復
刊
を
背
景
に
、
ヴ
ェ
ル
ハ
ア
ラ
ン
の
詩
集
『
明
る
い
時
』
と
『
午
後

の
時
』
の
翻
訳
、
刊
行
に
よ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

４
　

た
だ
、
今
、
光
太
郎
が
訳
し
た
ヴ
ェ
ル
ハ
ア
ラ
ン
の
詩
集
『
明
る
い
時
』
と
『
午
後
の
時
』
の
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
と
「
樹
下
の
二
人
」
の
ト
ー

ン
や
文
言
が
、
例
え
ば
、
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〇

　
　

樹
下
の
二
人

か
う
や
つ
て
言
葉
す
く
な
に
坐
つ
て
ゐ
る
と
、

う
つ
と
り
ね
む
る
や
う
な
頭
の
中
に
、

た
だ
遠
い
世
の
松
風
ば
か
り
が
薄
み
ど
り
に
吹
き
渡
り
ま
す
。

こ
の
大
き
な
冬
の
は
じ
め
の
野
山
の
中
に
、

あ
な
た
と
二
人
静
か
に
燃
え
て
手
を
組
ん
で
ゐ
る
よ
ろ
こ
び
を
、

下
を
見
て
ゐ
る
あ
の
白
い
雲
に
か
く
す
の
は
止
し
ま
せ
う
。

　
　

午
後
の
時

ふ
た
り
し
て
路
ば
た
に
腰
か
け
よ
う
、

苔
む
し
た
古
い
腰
か
け
の
上
に
、

さ
う
し
て
あ
な
た
の
確
か
な
二
つ
の
手
の
中
に
、

い
つ
ま
で
も
私
の
手
を
あ
づ
け
て
置
か
う
。

　

あ
る
い
は
「
ふ
た
り
一
緒
に
歩
い
た
十
年
の
季
節
の
展
望
は
、」（
樹
下
の
二
人
）
と
「
わ
れ
ら
が
同
じ
思
に
生
き
て
ゐ
て
も
う
十
五
年
」

（
午
後
の
時
）、「
風
」
や
「
頭
」
が
類
似
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
直
接
こ
の
詩
の
こ
こ
に
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
指
摘
を
本
稿
で
す

る
つ
も
り
は
な
い
。
先
人
が
指
摘
す
る
よ
う
に
ヴ
ェ
ル
ハ
ア
ラ
ン
の
詩
の
翻
訳
お
よ
び
出
版
に
大
き
な
切
っ
掛
け
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

光
太
郎
は
詩
集
『
明
る
い
時
』
の
端
書
き
に
、

詩
の
翻
訳
は
結
局
不
可
能
で
あ
る
。
意
味
を
伝
へ
、
感
動
を
伝
へ
、
明
暗
を
伝
へ
る
事
位
は
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
原
の
「
詩
」

は
や
は
り
向
う
に
残
る
。
其
を
知
り
つ
つ
訳
し
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
知
ら
な
い
一
人
の
近
親
者
に
せ
め
て
詩
の
心
だ
け
で
も
伝
へ

た
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
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■詩「樹下の二人」への序章

一
一

と
記
し
て
い
る
。
伝
え
た
か
っ
た
「
詩
の
心
」
と
は
光
太
郎
の
智
恵
子
へ
の
愛
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

主
な
参
考
文
献

１　
『
高
村
光
太
郎
全
集
』
筑
摩
書
房
一
九
九
四
年
十
二
月
二
十
日
発
行
増
補
版
第
一
刷
。

２　

北
川
太
一
著
『
高
村
光
太
郎
ノ
ー
ト
』
北
斗
会
一
九
九
一
年
三
月
二
十
八
日
発
行
。

３　
『
ア
ル
バ
ム
高
村
智
恵
子
』
二
本
松
市
教
育
委
員
会
一
九
九
九
年
五
月
一
日
発
行
。

４　

大
島
龍
彦
・
大
島
裕
子
編
著
『
智
恵
子
抄
の
世
界
』
新
典
社
二
○
○
七
年
十
月
二
十
五
日
発
行
第
四
刷
。

５　

大
島
龍
彦
著
『
智
恵
子
抄
の
新
見
と
実
証
』
新
典
社
二
○
○
八
年
十
一
月
十
五
日
発
行
。

86




